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研究における情報の公開について 

 

 大分大学福祉健康科学部では下記の研究を実施しております。研究対象者となられる方それぞ

れから同意をいただくことに代えて，情報を公開することにより実施しております。この研究に

関するお問い合わせなどがありましたら，下記の問い合わせ先までご連絡ください。 

 

研究機関名 大分大学 

研究課題名 変形性膝関節症の発症および進行要因の解明に関する研究 

研究期間 倫理委員会承認後 ～ 2024 年 3 月まで 

研究の意義，目的 

 

 

本研究の目的は，軽度変形性膝関節症患者の発症および進行に及ぼ

す筋機能を把握し，これらを改善する運動療法を確立することであ

る． 

関節に作用する圧縮力や骨内に生じる応力を明らかにし，変形性膝

関節症の発症と進行に及ぼしている筋機能を把握すれば，軽度変形性

膝関節症患者の進行を予防する運動療法を確立することができる．さ

らに，このように変形性膝関節症の進行の要因となる筋機能を明らか

にすることは，新しい理学療法の萌芽につながるだけではなく，医療

費削減や健康増進など社会的医療的経済効果は果てしなく大きい． 

方法（使用する資料・情報） 

運動学的データは 3 次元動作解析システム，運動力学的データは床

反力計，筋電データは表面筋電図を用いて計測する．課題動作として

歩行動作および下腿長の高さの椅子からの立ち上がり動作などを行

う． 

各課題動作時の筋骨格シミュレーションを用いて，膝関節周囲筋の

筋張力を算出する．また骨の接触力や筋張力によって膝関節に作用す

る圧縮力や骨内に生じる応力を算出する． 

個人情報の取り扱い 

得られたデータから氏名，生年月日などの個人を識別可能な情報を

削除し，個人情報とは無関係の番号を付し，対応表を作成し，匿名化

を行う．データ解析の際には，匿名化後のデータのみを扱うため，個

人を特定できる情報は含まない．対応表，研究同意書および質問紙は

研究責任者が，研究室内の施錠可能な保管庫内に厳重に保管し，対応

表と匿名化された情報は別の場所で管理する． 

研究への参加について 

研究への協力は研究対象者の自由意思によるものとする．参加希望

の連絡を受けた際にも対象者には説明書にて依頼し，書面および口頭

で予め研究目的や情報の取り扱い，倫理的配慮等について説明する．

同時に，研究への参加は本人の自由意思によるものであり，いつ参加

の意思を撤回してもいかなる不利益も生じないことを説明する．同意

の得られた対象者に対しては，研究同意書に署名を得て，研究を行う．

未成年者の場合は，本人の同意があっても親権者から研究への参加の

拒否が求められた場合には，当該未成年者に対する計測を実施しな

い． 

研究責任者問合せ先 
阿南 雅也 

大分大学福祉健康科学部理学療法コース・097-554-6115 

※研究責任者は 1 枚にまとまるように記載すること 


